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ま・ち・の・わ・だ・い

②

　

６６
月月
2424
日
（
木
）、
種
子
島
中
学
校
に

日
（
木
）、
種
子
島
中
学
校
に

新
し
い
プ
ー
ル
が
完
成
し
、
竣
工
式
が

新
し
い
プ
ー
ル
が
完
成
し
、
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

老
朽
化
に
伴
い
、
新
し
く
で
き
た

　

老
朽
化
に
伴
い
、
新
し
く
で
き
た

プ
ー
ル
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
長
さ

プ
ー
ル
は
、
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
長
さ

2525
ｍ
、
幅

ｍ
、
幅
1313
ｍ
、
深
さ
最
大
１
・
３

ｍ
、
深
さ
最
大
１
・
３

ｍ
の
６
コ
ー
ス
で
、
総
工
費
は
約

ｍ
の
６
コ
ー
ス
で
、
総
工
費
は
約

１
億
７
４
０
０
万
円
で
す
。
ま
た
、
災

１
億
７
４
０
０
万
円
で
す
。
ま
た
、
災

害
時
に
活
用
で
き
る
放
水
機
能
を
備
え

害
時
に
活
用
で
き
る
放
水
機
能
を
備
え

て
お
り
、
更
衣
室
も
広
々
で
す
。

て
お
り
、
更
衣
室
も
広
々
で
す
。

　

初
泳
ぎ
と
な
っ
た
山
田
優
愛
さ
ん

　

初
泳
ぎ
と
な
っ
た
山
田
優
愛
さ
ん

（
３
年
）
は
、「
中
学
生
最
後
の
夏
に
、

（
３
年
）
は
、「
中
学
生
最
後
の
夏
に
、

新
し
く
て
き
れ
い
な
プ
ー
ル
で
思
う
存

新
し
く
て
き
れ
い
な
プ
ー
ル
で
思
う
存

分
泳
げ
て
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

分
泳
げ
て
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

種
子
島
中
に
新
プ
ー
ル
が
完
成

種
子
島
中
に
新
プ
ー
ル
が
完
成

鉄
砲
館
が
種
子
高
３
年
生
へ

「
高
３
パ
ス
ポ
ー
ト
」
贈
呈

　

６
月

　

６
月
3030
日
（
水
）、
種
子
島
高
校
で
、

日
（
水
）、
種
子
島
高
校
で
、

「
高
３
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
贈
呈
式
が
行
わ

「
高
３
パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
よ
り
知
識
や
理
解
度
が
深

　

こ
れ
は
、
よ
り
知
識
や
理
解
度
が
深

ま
る
高
校
時
代
に
、
種
子
島
の
歴
史
や

ま
る
高
校
時
代
に
、
種
子
島
の
歴
史
や

文
化
を
学
び
、
郷
土
愛
を
育
み
な
が
ら
、

文
化
を
学
び
、
郷
土
愛
を
育
み
な
が
ら
、

就
職
活
動
や
進
学
、
今
後
の
進
路
決
定

就
職
活
動
や
進
学
、
今
後
の
進
路
決
定

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
考
案
さ
れ
、
鉄

に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
考
案
さ
れ
、
鉄

砲
館
を
何
度
で
も
利
用
で
き
る
年
間
パ

砲
館
を
何
度
で
も
利
用
で
き
る
年
間
パ

ス
ポ
ー
ト
と
し
て
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ト
と
し
て
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

荒
木
一
帆
さ
ん
（
３
年
）
は
、「
種
子

　

荒
木
一
帆
さ
ん
（
３
年
）
は
、「
種
子

島
の
歴
史
や
文
化
を
知
ら
な
い
ま
ま
島

島
の
歴
史
や
文
化
を
知
ら
な
い
ま
ま
島

を
離
れ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
こ
の

を
離
れ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
。
こ
の

パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
」

パ
ス
ポ
ー
ト
は
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

と
話
し
ま
し
た
。

伊
関
校
区
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
着
任
し
ま
し
た

　

７
月

　

７
月
１１
日
（
木
）、
伊
関
校
区
の
地

日
（
木
）、
伊
関
校
区
の
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
平
田
拓
也
さ

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
平
田
拓
也
さ

ん
が
着
任
し
、
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ

ん
が
着
任
し
、
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

校
区
運
営
支
援
の
ほ
か
、
高
齢
者
見

　

校
区
運
営
支
援
の
ほ
か
、
高
齢
者
見

守
り
支
援
や
子
育
て
支
援
、
伊
関
の
地

守
り
支
援
や
子
育
て
支
援
、
伊
関
の
地

域
資
源
を
活
か
し
た
活
動
な
ど
を
行

域
資
源
を
活
か
し
た
活
動
な
ど
を
行

い
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
さ
ま
ざ

い
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
な
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
地
域
支
援
課

　

市
役
所
地
域
支
援
課

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
１
５

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
２
１
５

　

７７
月月
２２
日
（
金
）、
教
育
委
員
と
し

日
（
金
）、
教
育
委
員
と
し

て
榎
本
裕
美
子
さ
ん
が
着
任
し
、
辞
令

て
榎
本
裕
美
子
さ
ん
が
着
任
し
、
辞
令

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
は
、
教
育
政
策
の
提
案
や
、

　

教
育
委
員
は
、
教
育
政
策
の
提
案
や
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
行
政
へ
伝
え
た
り
、

住
民
の
ニ
ー
ズ
を
行
政
へ
伝
え
た
り
、

住
民
に
教
育
委
員
会
の
政
策
を
伝
え
た

住
民
に
教
育
委
員
会
の
政
策
を
伝
え
た

り
す
る
な
ど
、
住
民
と
教
育
の
パ
イ
プ

り
す
る
な
ど
、
住
民
と
教
育
の
パ
イ
プ

役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

役
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

榎
本
さ
ん
は
、
平
成

　

榎
本
さ
ん
は
、
平
成
2525
年
７
月
３
日

か
ら
２
期
８
年
教
育
委
員
を
務
め
た　

か
ら
２
期
８
年
教
育
委
員
を
務
め
た　

師
愛
委
員
の
後
任
で
、
今
後
、
市
の
教

師
愛
委
員
の
後
任
で
、
今
後
、
市
の
教

育
の
発
展
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

育
の
発
展
に
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

教
育
委
員
の
辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し
た

教
育
委
員
の
辞
令
交
付
式
を
行
い
ま
し
た

日

市政の窓 2021.8 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

③

▲全体の様子

　

長
期
振
興
計
画
は
、
本
市
全
体
の
ま

　

長
期
振
興
計
画
は
、
本
市
全
体
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
方
向
と
目

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
方
向
と
目

標
を
示
す
基
本
的
な
計
画
で
す
。

標
を
示
す
基
本
的
な
計
画
で
す
。

　

平
成

　

平
成
3030
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
６
次

年
度
か
ら
始
ま
っ
た
第
６
次

長
期
振
興
計
画
は
、
今
年
度
で
前
期
計

長
期
振
興
計
画
は
、
今
年
度
で
前
期
計

画
の
４
年
間
が
終
わ
り
、
来
年
度
か
ら

画
の
４
年
間
が
終
わ
り
、
来
年
度
か
ら

新
た
な
４
年
間
の
計
画
が
始
ま
り
ま

新
た
な
４
年
間
の
計
画
が
始
ま
り
ま

す
。
そ
の
後
期
基
本
計
画
策
定
の
た
め
、

す
。
そ
の
後
期
基
本
計
画
策
定
の
た
め
、

振
興
計
画
審
議
会
及
び
長
期
振
興
計
画

振
興
計
画
審
議
会
及
び
長
期
振
興
計
画

策
定
市
民
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
６
月

策
定
市
民
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
６
月

４
日
（
金
）
に
市
長
か
ら
塩
﨑
義
政
振

４
日
（
金
）
に
市
長
か
ら
塩
﨑
義
政
振

興
計
画
審
議
会
会
長
に
諮
問
し
ま
し

興
計
画
審
議
会
会
長
に
諮
問
し
ま
し

た
。
た
。

　

振
興
計
画
審
議
会
及
び
長
期
振
興
計

　

振
興
計
画
審
議
会
及
び
長
期
振
興
計

画
策
定
市
民
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
の

画
策
定
市
民
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
の

取
組
み
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
や
少
子

取
組
み
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
進
む
本
市
の
今
後
の
ま
ち
づ

高
齢
化
が
進
む
本
市
の
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
を
定
め
る
た
め
、
審
議
・

く
り
の
指
針
を
定
め
る
た
め
、
審
議
・

調
査
を
重
ね
、

調
査
を
重
ね
、
1111
月
頃
に
市
長
へ
答
申

月
頃
に
市
長
へ
答
申

す
る
予
定
で
す
。

す
る
予
定
で
す
。

　

本
市
は
、
６
月

　

本
市
は
、
６
月
1818
日
（
金
）
に
大
阪

日
（
金
）
に
大
阪

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
と
共
同
研
究

大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
と
共
同
研
究

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
、「
西
村
天
囚
関
係
資
料

　

テ
ー
マ
は
、「
西
村
天
囚
関
係
資
料

の
研
究
」
で
、
本
市
が
生
ん
だ
偉
人
、

の
研
究
」
で
、
本
市
が
生
ん
だ
偉
人
、

西
村
天
囚
に
関
す
る
資
料
を
積
極
的
に

西
村
天
囚
に
関
す
る
資
料
を
積
極
的
に

収
集
・
分
析
し
、
天
囚
を
顕
彰
す
る
こ

収
集
・
分
析
し
、
天
囚
を
顕
彰
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
阪
大
学
の
湯
浅
邦
弘
教
授
は
、「
運

　

大
阪
大
学
の
湯
浅
邦
弘
教
授
は
、「
運

命
の
糸
に
導
か
れ
る
よ
う
に
し
て
共
同

命
の
糸
に
導
か
れ
る
よ
う
に
し
て
共
同

研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
郷
土

研
究
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
郷
土

の
偉
人
で
、
大
阪
で
も
活
躍
し
た
西
村

の
偉
人
で
、
大
阪
で
も
活
躍
し
た
西
村

天
囚
。
３
年
後
は
、
天
囚
没
後
１
０
０

天
囚
。
３
年
後
は
、
天
囚
没
後
１
０
０

年
と
な
る
た
め
、
節
目
の
年
を
飾
れ
る

年
と
な
る
た
め
、
節
目
の
年
を
飾
れ
る

よ
う
努
め
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

よ
う
努
め
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

第
６
次
長
期
振
興
計
画

第
６
次
長
期
振
興
計
画

後
期
基
本
計
画
策
定
に
向
け
て

後
期
基
本
計
画
策
定
に
向
け
て

西
村
天
囚
没
後
１
０
０
年
へ

西
村
天
囚
没
後
１
０
０
年
へ

　
　
　
　

‐
共
同
研
究
契
約
を
締
結
‐

　
　
　
　

‐
共
同
研
究
契
約
を
締
結
‐

▲塩﨑会長へ諮問

▲天囚シンポジウムでの八板
市長と湯浅教授（H30 年 12 月） ▲西村天囚

　

６
月

　

６
月
1717
日
（
木
）、
下
西
校
区
が
、

日
（
木
）、
下
西
校
区
が
、

下
西
小
学
校
へ
マ
ス
ク
を
寄
贈
し
ま
し

下
西
小
学
校
へ
マ
ス
ク
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
た
。

　

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

　

こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
で
ま
だ
ま
だ
マ
ス
ク
が
必
要

染
症
対
策
で
ま
だ
ま
だ
マ
ス
ク
が
必
要

な
た
め
、
児
童
が
マ
ス
ク
を
忘
れ
た
り
、

な
た
め
、
児
童
が
マ
ス
ク
を
忘
れ
た
り
、

汚
し
て
し
ま
っ
た
り
し
た
時
に
活
用
で

汚
し
て
し
ま
っ
た
り
し
た
時
に
活
用
で

き
る
よ
う
、
昨
年
度
に
続
き
校
区
が
支

き
る
よ
う
、
昨
年
度
に
続
き
校
区
が
支

援
し
た
も
の
で
す
。

援
し
た
も
の
で
す
。

　

若
松
桜
夢
さ
ん
（
６
年
）
は
、
お
礼

　

若
松
桜
夢
さ
ん
（
６
年
）
は
、
お
礼

の
言
葉
を
述
べ
「
皆
で
大
切
に
使
い
た

の
言
葉
を
述
べ
「
皆
で
大
切
に
使
い
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
野
間
一
郎
校
区
長
は
、「
熱
中

　

ま
た
、
野
間
一
郎
校
区
長
は
、「
熱
中

症
に
気
を
つ
け
て
、
活
動
に
合
わ
せ
て

症
に
気
を
つ
け
て
、
活
動
に
合
わ
せ
て

使
い
分
け
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

使
い
分
け
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

下
西
校
区
が
小
学
校
へ
マ
ス
ク
寄
贈

榕
城
小
児
童
合
唱
団
が
高
齢
者
施
設
へ
歌
声
届
け
る

　

榕
城
小
学
校
児
童
合
唱
団
（
団
員

　

榕
城
小
学
校
児
童
合
唱
団
（
団
員
1818

名
）
は
、
自
分
た
ち
の
歌
声
で
高
齢
者

名
）
は
、
自
分
た
ち
の
歌
声
で
高
齢
者

の
方
を
元
気
に
し
よ
う
と
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

の
方
を
元
気
に
し
よ
う
と
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

作
成
し
ま
し
た
。

作
成
し
ま
し
た
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、「
ふ
る
さ
と
」
や
同
校

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
は
、「
ふ
る
さ
と
」
や
同
校

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
榕
城
っ
子
手
洗
い
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
榕
城
っ
子
手
洗
い
の

歌
」
な
ど
全

歌
」
な
ど
全
1414
曲
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、

曲
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、

市
を
通
じ
て
市
内

市
を
通
じ
て
市
内
1313
か
所
の
高
齢
者
施

か
所
の
高
齢
者
施

設
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

設
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

団
長
の
河
本

　

団
長
の
河
本
花花は

な
の

は
な
の永永

さ
ん
（
６
年
）
は
、

さ
ん
（
６
年
）
は
、

「
高
齢
者
の
方
は
、
コ
ロ
ナ
で
不
安
な
思

「
高
齢
者
の
方
は
、
コ
ロ
ナ
で
不
安
な
思

い
を
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
私
た
ち

い
を
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
私
た
ち

の
歌
声
を
聞
い
て
元
気
に
な
っ
て
欲
し

の
歌
声
を
聞
い
て
元
気
に
な
っ
て
欲
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

市政の窓2021.8 月号



ま・ち・の・わ・だ・い

④

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

保
護
司
会
の
皆
さ
ん
が
訪
問

　

７７
月
１
日
（
木
）、
種
子
島
保
護
区
保

護
司
会
（

師
和
俊
会
長
）
６
名
が
来

庁
し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
県
知
事
か
ら

の
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
へ
の

協
力
依
頼
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
市
長
へ
手
渡

し
ま
し
た
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は
、
す

べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止

と
過
ち
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行

の
無
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全

国
的
な
運
動
で
、
今
年
で
71
回
目
と
な

り
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

各
競
技
で
熱
戦
繰
り
広
げ
る

　

６
月

　

６
月
2020
日
（
日
）
と
７
月
３
日
（
土
）

日
（
日
）
と
７
月
３
日
（
土
）

に
、
種
子
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競

に
、
種
子
島
地
区
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
競

技
別
交
歓
大
会
（
夏
季
）
が
市
内
各
会

技
別
交
歓
大
会
（
夏
季
）
が
市
内
各
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
部
で
は
、
美

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
部
で
は
、
美

浜
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
ま
っ
た
島
内
５

浜
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
ま
っ
た
島
内
５

チ
ー
ム
の
選
手
が
力
強
い
プ
レ
イ
を
見

チ
ー
ム
の
選
手
が
力
強
い
プ
レ
イ
を
見

せ
、「
下
西
ソ
フ
ト
（
西
之
表
）」
が
優

せ
、「
下
西
ソ
フ
ト
（
西
之
表
）」
が
優

勝
し
ま
し
た
。
上
位
３
チ
ー
ム
は
、
７

勝
し
ま
し
た
。
上
位
３
チ
ー
ム
は
、
７

月
に
開
催
予
定
の
県
大
会
出
場
へ
の
切

月
に
開
催
予
定
の
県
大
会
出
場
へ
の
切

符
を
手
に
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
サ
ッ

符
を
手
に
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
サ
ッ

カ
ー
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ
ー
ボ
ー

カ
ー
や
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
剣
道
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ル
、
剣
道
の
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

前
田
宗
理
さ
ん
（
東
町
）
が
、
種
子

　

前
田
宗
理
さ
ん
（
東
町
）
が
、
種
子

島
警
察
署
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
、

島
警
察
署
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
、

６
月
６
月
2424
日
（
木
）
に
表
敬
訪
問
で
来
庁

日
（
木
）
に
表
敬
訪
問
で
来
庁

さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
、
昭
和

　

前
田
さ
ん
は
、
昭
和
5050
年
４
月
か
ら

年
４
月
か
ら

本
年
３
月
ま
で
の

本
年
３
月
ま
で
の
4646
年
間
に
わ
た
り
、

年
間
に
わ
た
り
、

少
年
補
導
活
動
や
非
行
防
止
活
動
に
励

少
年
補
導
活
動
や
非
行
防
止
活
動
に
励

み
、
地
域
に
お
け
る
青
少
年
の
健
全
育

み
、
地
域
に
お
け
る
青
少
年
の
健
全
育

成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

成
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
田
さ
ん
は
、「
市
の
防
犯
に
貢
献

　

前
田
さ
ん
は
、「
市
の
防
犯
に
貢
献

で
き
、
こ
の
よ
う
な
感
謝
状
を
い
た
だ

で
き
、
こ
の
よ
う
な
感
謝
状
を
い
た
だ

け
て
と
て
も
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

け
て
と
て
も
嬉
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

前
田
宗
理
さ
ん
少
年
補
導
員
と

し
て
46
年
間
活
躍

　

７７
月月
６６
日
（
火
）、
種
子
島
営
農
大

日
（
火
）、
種
子
島
営
農
大

学
校
の
入
校
式
が
、
公
益
社
団
法
人
西

学
校
の
入
校
式
が
、
公
益
社
団
法
人
西

之
表
市
農
業
振
興
公
社
で
行
わ
れ
ま
し

之
表
市
農
業
振
興
公
社
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
た
。

　

第

　

第
1010
期
生
と
し
て
入
校
し
た
武
田
瑛

期
生
と
し
て
入
校
し
た
武
田
瑛

実
さ
ん
（
野
首
）
は
、
北
海
道
や
愛
知

実
さ
ん
（
野
首
）
は
、
北
海
道
や
愛
知

県
で
主
に
酪
農
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た

県
で
主
に
酪
農
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
農
作
物
を
生
産
し
た
い
と
思
い
、

が
、
農
作
物
を
生
産
し
た
い
と
思
い
、

観
光
で
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
種
子
島
に

観
光
で
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
種
子
島
に

移
住
し
、
農
業
を
学
ぶ
こ
と
を
決
意
し

移
住
し
、
農
業
を
学
ぶ
こ
と
を
決
意
し

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

武
田
さ
ん
は
、「
種
子
島
の
こ
と
を
よ

　

武
田
さ
ん
は
、「
種
子
島
の
こ
と
を
よ

く
知
っ
て
、
島
な
ら
で
は
の
農
業
を
し

く
知
っ
て
、
島
な
ら
で
は
の
農
業
を
し

た
い
。
ま
た
、
農
業
を
通
じ
て
島
の
発

た
い
。
ま
た
、
農
業
を
通
じ
て
島
の
発

展
に
貢
献
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

展
に
貢
献
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

種
子
島
営
農
大
学
校
入
校
式

種
子
島
営
農
大
学
校
入
校
式

武田瑛実さん（前列左から 3番目）武田瑛実さん（前列左から 3番目）

（師師師師
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株
式
会
社
テ
ロ
ワ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・

　

株
式
会
社
テ
ロ
ワ
ー
ル
・
ア
ン
ド
・

ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｔ
＆

ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
（
Ｔ
＆

Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
）
は
、
地
域
の
生
産
者
等

Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
）
は
、
地
域
の
生
産
者
等

に
よ
る
共
同
出
資
会
社
で
、
地
域
課
題

に
よ
る
共
同
出
資
会
社
で
、
地
域
課
題

の
解
決
を
図
る
取
組
み
を
実
施
し
て
い

の
解
決
を
図
る
取
組
み
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

同
社
は
、
生
産
者
だ
け
で
は
な
く
、

　

同
社
は
、
生
産
者
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
全
体
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
社
会

地
域
全
体
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
社
会

貢
献
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

貢
献
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
伊
関
む
ら
さ
き
児
童
ク
ラ

環
と
し
て
、
伊
関
む
ら
さ
き
児
童
ク
ラ

ブ
と
、
国
上
児
童
ク
ラ
ブ
へ
寄
附
を
行

ブ
と
、
国
上
児
童
ク
ラ
ブ
へ
寄
附
を
行

い
、
７
月

い
、
７
月
７７
日
（
水
）、
二
瓶
徹
社
長
が

日
（
水
）、
二
瓶
徹
社
長
が

各
児
童
ク
ラ
ブ
を
訪
れ
て
目
録
を
手
渡

各
児
童
ク
ラ
ブ
を
訪
れ
て
目
録
を
手
渡

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

二
瓶
社
長
は
、「
保
護
者
が
子
ど
も
を

　

二
瓶
社
長
は
、「
保
護
者
が
子
ど
も
を

預
け
て
安
心
し
て
働
き
、
子
ど
も
も
楽

預
け
て
安
心
し
て
働
き
、
子
ど
も
も
楽

し
く
学
べ
る
環
境
作
り
に
役
立
て
て
ほ

し
く
学
べ
る
環
境
作
り
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

目
録
を
受
け
取
っ
た
伊
関
む
ら
さ
き

　

目
録
を
受
け
取
っ
た
伊
関
む
ら
さ
き

児
童
ク
ラ
ブ
の
古
田
新
一
運
営
委
員
長

児
童
ク
ラ
ブ
の
古
田
新
一
運
営
委
員
長

は
、「
大
変
あ
り
が
た
い
。
新
設
し
た

は
、「
大
変
あ
り
が
た
い
。
新
設
し
た

ば
か
り
の
児
童
ク
ラ
ブ
な
の
で
、
子
ど

ば
か
り
の
児
童
ク
ラ
ブ
な
の
で
、
子
ど

も
の
遊
具
や
勉
強
道
具
に
使
わ
せ
て
い

も
の
遊
具
や
勉
強
道
具
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
話
し
、
社
会
福
祉
法

た
だ
き
た
い
」
と
話
し
、
社
会
福
祉
法

人人  

国
上
会
の
長
倉
義
秋
理
事
長
は
、「
大

国
上
会
の
長
倉
義
秋
理
事
長
は
、「
大

変
感
謝
し
て
い
る
。
児
童
送
迎
用
の
マ

変
感
謝
し
て
い
る
。
児
童
送
迎
用
の
マ

イ
ク
ロ
バ
ス
購
入
の
経
費
に
活
用
さ
せ

イ
ク
ロ
バ
ス
購
入
の
経
費
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

て
い
た
だ
く
」
と
話
し
ま
し
た
。

㈱
Ｔ
＆
Ｔ
ジ
ャ
パ
ン
が
伊
関
・
国

上
の
児
童
ク
ラ
ブ
へ
寄
附

▲社会福祉法人 国上会理事の皆さんと二瓶社長（右から 2番目）▲社会福祉法人 国上会理事の皆さんと二瓶社長（右から 2番目） ▲伊関むらさき児童クラブの皆さんと二瓶社長（右）▲伊関むらさき児童クラブの皆さんと二瓶社長（右）

▲左から川畑さん、小山田さん

　

種
子
島
高
等
学
校
の
生
徒
が
、
各
種
大
会
や
コ

　

種
子
島
高
等
学
校
の
生
徒
が
、
各
種
大
会
や
コ

ン
ク
ー
ル
で
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
、
７
月

ン
ク
ー
ル
で
素
晴
ら
し
い
成
績
を
収
め
、
７
月
1414

日
（
水
）、
表
敬
訪
問
で
来
庁
し
ま
し
た
。

日
（
水
）、
表
敬
訪
問
で
来
庁
し
ま
し
た
。

　

陸
上
競
技
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
た
川

　

陸
上
競
技
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
た
川

畑
柊
人
さ
ん
（
３
年
）
は
、「
決
勝
に
残
れ
る
よ

畑
柊
人
さ
ん
（
３
年
）
は
、「
決
勝
に
残
れ
る
よ

う
頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
、
農
業
ク

う
頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
、
農
業
ク

ラ
ブ
の
小
川
蓮
華
さ
ん
（
２
年
）
は
、
九
州
大
会

ラ
ブ
の
小
川
蓮
華
さ
ん
（
２
年
）
は
、
九
州
大
会

で
発
表
す
る
廃
棄
ト
マ
ト
を
使
っ
た
ジ
ャ
ム
作
り

で
発
表
す
る
廃
棄
ト
マ
ト
を
使
っ
た
ジ
ャ
ム
作
り

に
つ
い
て
の
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
ま
し
た
。

に
つ
い
て
の
ス
ピ
ー
チ
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
各
分
野
で
活
躍
し
た
生
徒
の
皆
さ
ん

　

そ
の
他
、
各
分
野
で
活
躍
し
た
生
徒
の
皆
さ
ん

の
結
果
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

の
結
果
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

　

こ
の
度
は
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
度
は
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

《陸上部》
◆ 川畑　柊人（3年）※インターハイ出場
高校総体陸上南九州大会男子走高跳 3位
◆ 小山田　陽菜（3年）
高校総体陸上南九州大会女子やり投げ 8位
《放送部》
◆ 長野　杏慈（2年）・山之内　ひかり（2年）
※全国大会出場（データ審査）
第 68回 NHK杯全国高校放送コンテスト鹿児島大会
テレビドキュメント部門優秀賞、ラジオドキュメント
部門優秀賞

《農業クラブ》
◆ 石山　陽菜（2年）
県農業クラブ連盟意見発表大会Ⅰ類優秀賞
◆ 小川　蓮華（2年）※九州大会出場（ビデオ審査）
県農業クラブ連盟意見発表大会Ⅱ類最優秀賞
◆ 椎田　来夢（1年）
県農業クラブ連盟意見発表大会Ⅲ類優秀賞
《生物生産科酪農専攻班》※ 3年連続受賞
◆ 上妻　桃子（3年）・坂元　大稀（3年）・田上　瑶
（3年）・中嶋　希秋（3年）・日髙　柚姫（3年）・道
下　友香（3年）
第 34回鹿児島県乳質向上共励会最優秀賞、スーパー
オールグレード賞

種
子
島
高
校
生
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
！

▲左から山之内さん、長野さん

▲小川さん
◀前列左から田上さん、上妻さん、道下さん
　　　後列左から坂元さん、日髙さん、中嶋さん

各
種
大
会
で
好
成
績
収
め
る

　
　
　

九
州
大
会
・
全
国
大
会
出
場
も

⑤ 市政の窓2021.8 月号



⑥

ご支援ご支援
ありがとうありがとう
ございますございます

西
之
表

市ふ
るさと（納

税
）
応
援
寄
附

金

西
之
表

市ふ
るさと（納

税
）
応
援
寄
附

金

　市では、平成 20年度に「西之表市ふるさと応援寄附金条例」を制定し、
全国の皆様からご支援を頂いています。令和 2年度にお寄せいただいた寄附
金の総額は次のとおりです。
　総額 1億 8,376 万 7,783 円　全 13,508 件（北海道 336 件、東北 398
件、関東・甲信越6,738 件、北陸 159件、東海1,537 件、関西 2,522 件、
中国 499件、四国 234件、九州・沖縄 1,085 件）
　「西之表市ふるさと（納税）応援寄附金」は、次の事業の財源として活用
させていただきました。

観光関連事業者見舞金給付事業
　新型コロナウイルス感染
拡大による国の緊急事態宣
言を受けて、本市が発した
来島自粛により直接影響を
受けた、観光客を対象とす

る事業者に対して見舞金給付事業を行いました。
〇令和 2年度：1事業者に対し、100,000 円
　　　　　　　45事業者へ支給

島ぐらし魅力発信事業
　本市の移住支援ホーム
ページや携帯アプリ等を
活用して、魅力ある島ぐ
らし情報を島外に幅広く
発信しました。

　また、移住・交流イベント等にオンラインで参
加し、移住検討者から直接相談を受けることによ
り移住後の島ぐらし生活等を具体的にイメージし
ていただくことで、アフターコロナを見据えた移
住誘引に繋げることができました。

西之表市史編さん事業
　市民が郷土の歴史を知
り、本市の歴史文化や文化
財、自然に対する誇りと愛
着を深めるため、編さんの
ための各種会議を開催し、
専門家等による史資料調
査・収集、原稿執筆により
『西之表市史』の編さん・
発行を行います。

　令和２年８月には、編さん状況の報告を兼ねた
講演会を開催、約 50人が来場し、本市の自然や
歴史について学ぶ良い機会となりました。
　令和２年 12月７日～令和 3年 1月 5日にかけ
て、鉄砲館で企画展「市史を編む」を開催しました。
市民、出郷者等から提供された古写真などの資料
は、約 700点にものぼりました。
港町再生検討推進事業

　西之表港を後背地とし
て発展してきた中心市街
地にて「世代を超えたふ
れあいによって宝をはぐ
くむみなとまち」の実現

に向け、現況幅員で安全で歩きやすい道路空間に
ついて、一方通行による社会実験の実施と商店街
の方々とのまちづくりワークショップ等を開催し
ました。

◆その他28事業に活用させていただ
きました。詳しくは市ホームページ
で紹介していますのでご覧ください。

■問い合わせ先　市役所経済観光課ふるさと納税推進係　☎ 0997‐22‐1111内線 275

市外にお住まいの親戚・知人の方に
西之表市ふるさと納税をぜひご紹介ください！
　ふるさと納税は、市外に住んでいる方が西之表市に
一定額以上の寄附を行うと、希望する西之表市の特産
品（返礼品）が送られてくる他、寄付額等に応じて一
定限度額まで住民税・所得税の控除が受けられる制度
です。

安納いもバイオ苗増殖運営事業
　種子島高校生物生産科が
増殖したバイオ苗（安納紅
750本、安納こがね 80本）
を、市農業振興公社が再増
殖を行い、生産者に対し健

全苗を供給することで、収量確保および品質安定
を図る事業を行いました。
〇令和２年度：増殖用苗供給本数 30,660 本

ウミガメ保護事業
　鹿児島県ウミガメ保護
条例によりウミガメの保
護を図るため、保護監視
員による上陸・産卵・盗
掘等の調査を行いました。

〇上陸頭数：196頭・産卵：138回・盗掘：なし
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特定健診特定健診は、は、都合に合わせ都合に合わせ
以下の以下の医療機関で受診医療機関で受診できます！できます！

※費用は無料です。 「保険証」「受診券はがき」を持参ください。
※時間に余裕を持って受付してください。
※当日は血液・尿検査があります。水以外の飲食はせず受診してください。

国民健康保険被保険者の皆さまへ国民健康保険被保険者の皆さまへ

中目医院
☎ 23‐0350

受付時間 月 火 水 木 金 土 日 祝
9:00～11:30 〇 〇 〇 〇 ー ー ー ー

百合砂診療所
☎ 28‐3901

受付時間 月 火 水 木 金 土 日 祝
8:30～12:00 〇 〇 〇 〇 〇 ー ー ー

種子島医療センター
☎ 22‐0960

※要予約（3日前まで）

■問い合わせ先　市役所健康保険課国保年金係　☎ 22‐1111内線 308

この空き家この空き家
どがんすいちゅ～？どがんすいちゅ～？

訳）どうしようかなぁ訳）どうしようかなぁ

・所有者がいない住宅は、誰が管理するの？
・自分が管理者になった場合、必要なことは？
・人が住まない状態になった住宅は、どうなる？

ご家族が集まるこの時期にご家族が集まるこの時期に
住宅の未来を考えてみませんか？住宅の未来を考えてみませんか？

　所有者は、建物を管理する責任＝「所有者責任」
があります。
　人が住まない状態になった住宅を放置し続ける
と…
・不審者が侵入
・台風時に瓦や外壁材が飛んでしまう
・シロアリ被害
・小動物の住処　　⇒ 近所迷惑に！

　空き家の管理に関するＱ＆Ａ、チェックシート、
条例、空き家の活用に関する様々な情報を掲載。

■問い合わせ先
市役所地域支援課協働推進係
☎ 22‐1111内線 214

▼ 想像してみましょう

▼ 知っていますか？

▼ 内容

▼ 資料請求について
　地域支援課窓口へお問い合わせください。
市移住支援ＨＰにも掲載しています。

空き家の管理にお困りの方へ…空き家の管理にお困りの方へ…
西之表市版「空き家管理・活用ガイドブック」西之表市版「空き家管理・活用ガイドブック」
が完成しました！が完成しました！
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⑧

市
長
独
言
№ 52
…
特
攻
し
の
ぶ
九
七
艦
攻

　

種
子
島
北
端
の
喜
志
鹿
崎
沖
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
た
九
七
式
艦
上
攻
撃
機
の
機
体
が

７
月
、
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。
尾
翼
に
「
一
二
型
」「
號
」
の
文
字
が
あ
り
中
島
飛
行

機
製
造
と
わ
か
り
ま
し
た
が
、
機
体
番
号
な
ど
は
見
つ
か
ら
ず
、
搭
乗
員
の
特
定
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で

き
て
い
ま
せ
ん
。
一
方
、
鉛
筆
や
工
具
の
ほ
か
尾
翼
部
分
が
見
つ
か
り
、
今
後
の
詳
細

調
査
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。

　

喜
志
鹿
崎
に
は
日
本
軍
の
砲
台
跡
が
今
も
残
り
、
昭
和
20
年
３
月
以
降
の
米
軍
機
に

よ
る
空
襲
や
、
日
本
軍
特
攻
機
の
不
時
着
な
ど
の
話
が
数
多
く
語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
漁
師
の
証
言
を
基
に
ダ
イ
バ
ー
林
哲
郎
さ
ん

ら
が
海
底
の
捜
索
を
始
め
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）

年
秋
、
砂
に
埋
も
れ
た
機
体
を
見
つ
け
ま
す
。
市
も

協
力
し
て
平
成
30
年
か
ら
潜
水
調
査
を
し
、
特
攻
機

乗
員
の
遺
骨
が
残
る
可
能
性
か
ら
厚
生
労
働
省
が
加

わ
り
ま
し
た
。
別
の
証
言
に
よ
り
馬
毛
島
で
の
遺
骨

収
集
事
業
も
実
施
さ
れ
、
中
世
の
人
骨
が
埋
葬
さ
れ

た
馬
毛
島
葉
山
王
籠
遺
跡
の
発
見
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の

影
響
で
２
年
間
保
留
さ
れ
た
調
査
が
こ
の
６
月
、
２

週
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
の
で
す
。
現
場
は
潮

の
流
れ
が
急
で
日
本
戦
没
者
遺
骨
収
集
推
進
協
会

（
会
長
・
尾
辻
秀
久
参
院
議
員
）
と
厚
労
省
の
調
査
団
の
作
業
が
難
航
す
る
中
、
地
元
の

藤
田
建
設
興
業
の
起
重
機
船
に
よ
る
慎
重
な
引
き
揚
げ
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

沖
縄
へ
の
途
中
、
種
子
島
に
不
時
着
し
た
特
攻
機
九
七
艦
攻
の
例
は
ほ
か
に
も
あ
り

ま
す
が
、
現
存
す
る
機
体
と
し
て
は
国
内
唯
一
だ
そ
う
で
す
。
ひ
し
ゃ
げ
た
パ
イ
ロ
ッ

ト
の
座
席
、
革
ベ
ル
ト
付
き
の
ペ
ダ
ル
、
操
縦
桿か
ん

、
浮
き
袋
に
人
間
の
気
配
が
残
り
、

な
ぜ
、
ど
う
や
っ
て
こ
ん
な
形
で
遺
さ
れ
て
い
る
の
か
、
解
明
が
待
た
れ
ま
す
。

　

機
体
は
、
海
軍
航
空
隊
の
あ
っ
た
大
分
県
宇
佐
市
に
移
さ
れ
る
予
定
で
す
。
本
市
も

調
査
時
の
映
像
を
基
に
、
３
Ｄ
（
３
次
元
）
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
メ
ト
リ
に
よ
る
展
示
な
ど

の
利
用
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

水平尾翼に残る「一二型」「號」の文字

【作り方】
① カツオは塩を少々ふってしばらく置き、水気をふき取ってこしょうをまぶす。
② フライパンにオリーブ油大さじ 2を温め、カツオの表面をさっと焼き、冷ましてから薄切りにする。
③ 玉ねぎはスライス、きゅうりとトマトは 1㎝の角切りにする。
④ Ⓐを合わせ、マリネ液を作る。
⑤ 玉ねぎを敷き、カツオを並べてきゅうり、トマト、バジルを散らしてマリネ液をかける。（バジルの
代わりに青じそでも良い）

種子島の旬旬の食材をおいしく食べよう 第 171 弾第 171 弾 ★さっぱりおいしい
カツオのカルパッチョカツオのカルパッチョ

■問い合わせ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

【材料】（4人分）
カツオ切身……250g
塩・こしょう…少々
オリーブ油……大さじ 2
玉ねぎ…………1/2 個
きゅうり………1本
トマト…………1個
バジル…………少々

醤油……………………小さじ 2
マスタード……………小さじ 1/2
オリーブ油……………大さじ 3
しょうがみじん切り…大さじ 1
レモン汁………………小さじ 1

Ⓐ
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　「お知らせ」、「募集」、「イベント」などの情報を
お届けします。

お 知 ら せ税務署に提出した申告書等の写しが
必要なときは

お 知
   ら せ

　税務署に提出した申告書等の写しが必要な場
合は、「保有個人情報の開示請求書」を窓口ま
たは郵送で税務署に請求する必要があります。
　なお、請求に当たっては、本人確認ができる
書類の写し（運転免許証など）及び手数料とし
て 1件当たり 300 円（収入印紙または税務署
窓口で現金納付）が必要となります。
※郵送で請求される場合は、上記書類のほか、
「住民票の写し」が必要です。
　請求後、申告書等の写しの交付を受けるまで、
最長で１か月ほどの期間を要しますので、ご注
意ください。
　保有個人情報の開示請求について、不明な点
がございましたら、国税庁ホームページをご覧
いただくか、種子島税務署までお問い合わせく
ださい。

■請求・問い合わせ先■請求・問い合わせ先
　〒 891‐3194　〒 891‐3194
　西之表市西之表 16314番地 6　西之表市西之表 16314番地 6
　種子島税務署　☎ 22‐0440　種子島税務署　☎ 22‐0440
※自動音声案内に従い「２」を選択※自動音声案内に従い「２」を選択

種子島地区広域事務組合 会計年度任用職員を募集します  募  集

【業務名・募集人数・業務内容】
《一般事務職員 1名》一般廃棄物処理に関する事
務（書類作成、データ処理等）
《介護認定調査員 1名》介護認定調査に係る訪問
聞き取り調査、書類作成等
【勤務場所】西之表市役所 4階（介護認定調査員は、
西之表市役所または中種子町役場）
【資格免許】普通自動車運転免許（AT限定可）
※介護認定調査員は、次の①または②に該当する方
①介護支援専門員、保健師、看護師、准看護師、
介護福祉士、理学療法士、作業療法士、社会福祉
士等として介護に係る実務経験がある方
②認定調査に従事した経験がある方
【勤務時間】8時 30分～ 17時 15分
※休日は土、日、祝日、年末年始
【任用期間】9月 1日～令和 4年 3月 31日
※人事評価により翌年度以降の再任用が可能

国税庁　個人情報保護

【給与の額等】
《一般事務職員》月額 146,100 円～ 165,900 円
《介護認定調査員》月額 150,600 円～ 195,500 円
※社会保険、雇用保険、退職手当、賞与、通勤手
当あり
【選考方法】書類審査及び面接
【受付期間】7月 26日（月）～ 8月 10日（火）
※土日・祝日を除く、当日消印有効
【申込方法】「会計年度任用職員採用申請書（広域
事務組合備付）」に必要書類を添えて提出
※詳細は、広域事務組合備付の募集案内をご確認
ください。
■提出・問い合わせ先
　〒 891‐3193
　西之表市西之表 7612番地
種子島地区広域事務組合事務局（市役所 4階）
　☎ 24‐3933、fax24‐3931

浦田海水浴場行きバスを運行 お 知
   ら せ

夏休み期間に、浦田海水浴場行きバスを運行し
ます。バスをご利用いただき、日本の水浴場 88
選の透明度高い海水浴場をお楽しみください。
【期間】７月 21日（水）～８月 31日（火）
【区間】西之表港～洲之崎～古園入口～浦田海水浴場
【時間】※往路は乗車のみ・復路は降車のみ
《1便》
（往路）：西之表港（9：30発）→洲之崎→古園
入口→浦田海水浴場（9：55着）
（復路）：浦田海水浴場（10：00 発）→古園入
口→洲之崎→西之表港（10：25着）
《2便》
（往路）：西之表港（15：00 発）→洲之崎→古
園入口→浦田海水浴場（15：25着）
（復路）：浦田海水浴場（15：50 発）→古園入
口→洲之崎→西之表港（16：15着）
【料金】大人 300円（小人 150円）
※小人は小学生以下
■問い合わせ先
　　市役所経済観光課観光交流係
　　☎ 22‐1111内線 272/273
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⑩

1 人件費（普通会計決算）
区　分 住民基本台帳

人口（年度末） 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 令和元年度
人件費率

令和 2年度 14,624 人 12,643,869 千円 1,733,851 千円 13.7% 14.2%
（注）この表は、歳出に占める人件費の割合を示したものです。人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

2 職員給与費（普通会計当初予算）

区　分 職員数（A） 給与費 １人当たりの
給与費（B/A）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（B）

令和 3年度 172人 622,308 千円 109,943 千円 251,119 千円 983,370 千円 5,717 千円
（注）職員手当には、児童手当及び退職手当は含まれません。なお、給与費は当初予算に計上された額です。

3 職員の平均給料及び平均年齢 （令和 3年 4月 1日現在）
一般行政職 技能労務職

平均給料額 平均年齢 平均給料額 平均年齢
296,200 円 40.5 歳 353,900 円 58.6 歳

4 職員の初任給 （令和 3年 4月 1日現在）

区　分
西之表市 鹿児島県 国

初任給 採用２年経過
日の給料額 初任給 採用２年経過

日の給料額 初任給 採用２年経過
日の給料額

一般行政職
大学卒 182,200 円 193,900 円 (204,624 円）

182,700 円
(217,728 円 )
194,400 円

(204,064 円 )
182,200 円

(217,168 円 )
193,900 円

高校卒 150,600 円 158,900 円 (169,120 円 )
151,000 円

(178,416 円 )
159,300 円

(168,672 円 )
150,600 円

(177,968 円 )
158,900 円

（注 1）この表は、新たに採用された職員の初任給と採用後２年経過日の給料額を示したものです。
（注 2）本市に勤務する県及び国の職員には、特地勤務手当が給料の12％支給されており、（　）の中の数字はこの額を含
　　　む給料月額です。

5 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額 （令和 3年 4月 1日現在）
区　分 経験年数 10年 経験年数 15年 経験年数 20年

一般行政職 大学卒 253,500 円 287,400 円 319,000 円
高校卒 214,800 円 253,500 円 287,400 円

技能労務職 高校卒 193,400 円 229,500 円 253,400 円
（注）この表は、職員が採用されてから、10年、15年、20年後の平均給料月額を示したものです。

6 一般行政職の級別職員数 （令和 3年 4月 1日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級

計標準的な
職務内容

主事補
・主事 主事 主査 係長級 補佐級 課長級 課長級

職員数（人） 26 19 49 29 21 19 0 163
構成比（％） 16.0 11.7 30.0 17.8 12.8 11.7 0.0 100.0
（注）本市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。なお、標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

7 職員手当　①期末勤勉手当 （令和 2年度支給割合）

区　分 特定管理職 一般職員 特定管理職 一般職員
期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計 国の制度との異同

6月期 1.100 月分 1.150 月分 2.250 月分 1.300 月分 0.950 月分 2.250 月分
同 同12月期 1.050 月分 1.150 月分 2.200 月分 1.250 月分 0.950 月分 2.200 月分

計 2.150 月分 2.30 月分 4.450 月分 2.550 月分 1.900 月分 4.450 月分
職制上の段階、職務の級等による加算措置 有 同 同

西之表市人事行政の運営状況西之表市人事行政の運営状況
本市の人事行政について、市民の皆様に一層のご理解をいただくため、次のとおり状況をお知らせします。

■問い合わせ先　市役所総務課人事係　☎ 22‐1111内線 204   
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⑪

8 定員（部門別職員数） （各年 4月 1日現在）
職員数（人） 対前年増減数（人） 職員数（人） 対前年増減数（人）

令1 令 2 令 3 令 1 令 2 令 3 令 1 令 2 令 3 令 1 令 2 令 3

一般
管理

議会 4 4 4
特別
行政

教育 23 23 22 2 △ 1
総務 59 61 63 △ 1 2 2 警察
税務 11 11 11 1 消防
労働 小計 23 23 22 2 △ 1
農水 25 27 27 2

公営
企業
など

病院
商工 4 4 4 水道 9 9 8 △ 1
土木 13 13 14 1 1 交通
小計 116 120 123 1 4 3 下水道

福祉
民生 14 15 14 1 △ 1 その他 24 24 24
衛生 14 13 14 1 △ 1 1 小計 33 33 32 0 0 △ 1
小計 28 28 28 1 0 0 その他　計 56 56 54 2 0 △ 2

一般行政　計 144 148 151 2 4 3 総　合　計 200 204 205 4 4 1

④扶養手当・住居手当・通勤手当 （令和 3年 4月 1日現在）
区　分 支給月額 国の制度との異同

扶
養
手
当

配偶者 6,500 円

同
子 10,000 円
父母等 6,500 円
上記のうち 16歳に達する年度初めから 22歳に達する年
度末までの子 5,000 円加算

住
居
手
当
借家（家賃月額 16,000 円を超える場合に限る） 28,000 円を限度に

家賃額に応じて支給 同

通
勤
手
当

交通機関利用者 21,700 円を限度に
運賃相当額を支給 異（支給限度額55,000円）

交通用具使用者 片道 2km以上の距離に対応して支給 3,000 円～ 37,700 円
異（離島という特殊事情
及び交通事情等を考慮し
て設定）

⑤特殊勤務手当 （令和 2年度）
職員全体に占める手当支給職員の割合 19.9%
支給対象職員１人当たり平均支給年額 31,441 円

手当の種類（手当数） 12

代表的な
手当名称 多くの職員に支給されている手当

税務課職員に支給される税務手当
福祉事務所職員に支給される福祉手当
保健師に支給される保健師手当

区分 西之表市 国の制度との異同
自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

勤務 20年 19.6695 月分 26.3655 月分 24.586875月分
勤務 25年 28.0395 月分 33.27075 月分

同 同勤務 35年 39.7575 月分 47.709 月分
最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
その他加算措置 定年前早期退職特例措置（2%～ 20%加算） 同

③退職手当 （令和 3年 4月 1日現在）

②時間外勤務手当 （令和 3年 4月 1日現在）
区　分 支給総額 職員１人当支給年額

令和 2年度 49,906 千円 290千円
令和元年度 40,121 千円 231千円
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9 特別職の報酬等 （令和 3年 4月 1日現在）
区分 給料・報酬月額 期末手当
市長 781,000 円 令和 2年度支給割合
副市長 614,000 円
教育長 572,000 円 6月期 1.625 月分 (1.65 月分 )
議長 354,000 円 12月期 1.575 月分 (1.60 月分 )
副議長 272,000 円 計 3.20 月分 (3.25 月分 )
議員 256,000 円

（注）期末手当欄の（　）は、議員の期末手当の支給割合です。

11 職員の勤務時間その他勤務条件
　　　　　　　　　　　　　　（令和 3年 4月 1日現在）

区　分 状　況
勤務時間 月～金曜日　8時 30分～ 17時 15分
休憩時間 12時～ 13時

勤務を要しない日 国民の休日、土・日、12月 29日～ 1月 3日
年次休暇 1年につき 20日（有給休暇）

その他の休暇 病気休暇、特別休暇、育児休暇など

13 職員の分限及び懲戒処分　　　（令和 2年度）
区　分 状　況
分限処分 0件
懲戒処分 1件

16 職員の福利及び利益の保護　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和 2年度）
区　分 状　況

定期健康診断 140名中 135名受診（受診率 96.4％）
人間ドック ２日ドック 13名、１日ドック 46名、節目ドック 10名、脳ドック 3名

12 職員の休業　　  　　　　　　　　（令和 2年度）
区　分 状　況
育児休業 5名
病気休業 0名

10 職員任免及び職員数に関する事項 （令和 3年 4月 1日現在）
令和 2年 4月 1日
現在職員数

令和 2年度
中退職者等（注 1）

令和 3年 4月 1日
採用者（注 2）

令和 3年 4月 1日
現在職員数

204 名 8名 9名 205名
（注 1及び注 2）割愛職員（県）異動を含みます。

17 人事評価の状況
　人事評価制度については、改正地方公務員法により、平成 28年４月からその実施が義務付けられ、能力・
実績に基づく人事管理を行うとともに、人事評価のプロセスを通じた人材育成を行っていくことが求めら
れている。また、評価結果の本格的な活用を求められており、処遇等への反映が急務となっている。
　今年度は、人事評価の結果の活用に向けて、具体的な取組を進めるため、西之表市職員の人事評価制度
実施規程に基づく連絡調整会議を設置し、５回の会議を開催し、目標の分類基準や難易度の設定基準を整
理し、課長職の勤勉手当に試行的に反映した。また、西之表市人事評価制度検討会設置要綱に基づく検討
会も２回開催し、一般職への反映に向けての検討も開始した。

14 職員の服務（年次有給休暇）　　（令和 2年）
総付与日数 総取得日数 対象職員数 平均取得日数 消費率
5,501 日 1,483 日 143名 10.4 日 27.0%

15 職員の研修　　　　　　　　　（令和 2年度）
区　分 人数

県市町村職員研修センターに依頼 27 名
簿記の基本と財務諸表の読み方 1 名
法制執務研修（中級） 7 名
ハラスメント研修 85 名
クレーム対応研修 85 名
パソコン研修（Excel 関数） 5 名
新任職員庁内研修 12 名
会計年度任用職員服務研修 111 名
財務会計実務研修（庶務担当者研修会） 24 名
新規採用職員学習会 64 名
広報担当者の基本実務セミナー 2 名
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建築工事や解体工事を行う場合  建築確認申請や各種届出が必要です

建築場所 建築物の種類・規模等 提出書類
都市計画
区域内

新築 全ての建築物

建築確認申請

増築・改築・移転 床面積が 10㎡を超えるもの

都市計画
区域外

①特殊建築物
（※ 1）

用途に供する部分の床面積の合計が 200 ㎡を
超えるもの

②木造の建築物

次のいずれかに該当するもの
・3階建て以上
・延べ面積が 500㎡を超えるもの
・高さが 13ｍを超えるもの
・軒の高さが 9ｍを超えるもの

③木造以外の建築物
次のいずれかに該当するもの
・2階建て以上
・延べ面積が 200㎡を超えるもの

①～③に該当しない建築物 床面積が 10㎡を超えるもの 建築工事届
土砂災害特別警戒区域内（※ 2） 居室を有する建築物を建築する場合 建築確認申請

（※ 1）特殊建築物とは、学校・病院・集会場・旅館・共同住宅・倉庫・車庫等です。この他にもありますので、
事前にご相談ください。
（※２）土砂災害特別警戒区域とは、土砂災害の恐れがある区域の中でも、特に建物が破壊され、住民に大
きな被害の生じる恐れのある区域として、県が指定した区域です。建築物の構造の規制がありますので、
事前にご相談ください。

建築確認申請・建築工事届について
　住宅や倉庫などの建築物を建築（新築・増築・改築・移転）しようとする場合は、工事をする前に建築
確認申請や建築工事届の提出が必要です。建築場所や建築物の用途・規模により提出する書類が異なりま
すので、詳細は市役所建設課建築住宅係または熊毛支庁建設課建築係までお問い合わせください。

工事の種類 規範の基準 提出書類 提出先

建築物の解体工事 床面積の合計：10㎡を超えるもの 建築物除却届 市役所建設課
建築住宅係

建築物の解体工事 床面積の合計：80㎡以上

建設リサイクル法
による届出書

熊毛支庁建設課
技術調整係

建築物の新築・増築工事 床面積の合計：500㎡以上

建築物の修繕・模様替
（リフォーム等） 請負代金の額：１億円以上

その他の工作物に関する
工事（土木工事等） 請負代金の額：500万円以上

建築物除去届・建設リサイクル法による届出書について
　建築物等の解体工事等を行う場合は、工事をする前に建築物除却届や建設リサイクル法による届出書の
提出が必要です。

■問い合わせ先　
《建築確認申請・建築工事届・建築物除却届に関すること》
　市役所建設課建築住宅係　☎ 22‐1111（内線 238）
　熊毛支庁建設課建築係　　☎ 22‐1867
《建設リサイクル法に関する届出書に関すること》
　熊毛支庁建設課技術調整係　☎ 22‐1866

⑬ 市政の窓2021.8 月号



6 月 21 日 国際ヨガの日
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私
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ラ
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ま
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で
行
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と
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で
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他
に
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と
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ろ
が
あ
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ま
す
の
で
、
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、
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種
子
島
の
よ
う
な
気
候

種
子
島
の
よ
う
な
気
候        

ア
メ
リ
カ
南
部

ア
メ
リ
カ
南
部

▲種子島のどこかで見られそうな景色▲種子島のどこかで見られそうな景色
ですが、実はフロリダ州のタンパ湾でですが、実はフロリダ州のタンパ湾で
撮った写真です。撮った写真です。

　令和 2年 6月 1日に全国初の「ヨガの聖地」に認
定された西之表市では、 6 月 21 日（月）、国際ヨガ
の日に合わせて初めて「寺ヨガ」を開催しました。
　法華宗 日典寺で開催され、山田永学住職が参加者
に講話をしました。ヨガの実技では、インド政府公認
プロフェッショナルヨガレベル 1の川越れい子イン
ストラクターが「お寺の文化や歴史を感じながらヨガ
をすることにより、自分自身への気づきがある」と話
し、参加者とヨガを楽しみました。
　また、参加者は寺ヨガの記念に日典寺の御朱印を拝
受しました。
　寺ヨガイベントは、全日本ヨガ連盟や駐日インド大
使館の後援を受け、オンライン配信し、全国各地で西
之表市の寺ヨガを共有しました。

「誰でも簡単おうちでヨガ」無料DVD配布中♪
　ヨガの体操や呼吸法の動画をDVDにしました。椅子に
座って実践できるヨガも同時収録。健康管理に活用くださ
い！ご希望の方は、地域支援課までご連絡を！
※各家族 1枚まで

ヨガの聖地　西之表市

よ か よ か よ ～ が

■問い合わせ先　市役所地域支援課コミュニティ推進係　22‐1111内線 215

▲ヨガの様子

ヨガの聖地 西之表市で
初の「寺ヨガ」イベントを開催！

▲皆さんと記念撮影
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■問い合わせ先　市保健センターすこやか　☎ 24‐3233

№ 223
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し
ま
し
た
。

　

の
こ
ぎ
り
や
小
刀
を
使
い
な
が
ら
、
長
さ

な
ど
の
微
調
整
に
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、

ポ
ン
っ
と
綺
麗
な
音
を
鳴
ら
し
、
遠
く
ま
で

弾
を
飛
ば
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

短
い
活
動
時
間
の
中
で
、
種
子
島
の
昔
遊

び
に
触
れ
る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

み
ん
な
と
昔
遊
び
に
挑
戦
！

第
２
回
ふ
る
さ
と
ま
な
び
〜
隊

▲ 97 式艦上攻撃機 3Dモデル

▲朱塗りの火縄銃 3Dモデル

⑮ 市政の窓2021.8 月号



　
　 消

費
生
活

　
　
　
　
　
　

    

の
窓

■
消
費
生
活
で
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

　

西
之
表
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 　

☎
２
２
‐
1
1
1
1 

内
線
3
1
4

　

令
和
３
年
７
月
６
日
か
ら
、
一
方
的
に
送
り
付
け
ら
れ
た
商
品
は

直
ち
に
処
分
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

特
定
商
取
引
法

特
定
商
取
引
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

「
注
文
し
て
い
な
い
の
に
届
い
た
商
品
」

「
注
文
し
て
い
な
い
の
に
届
い
た
商
品
」

　
　
　

一
方
的
な
送
り
付
け
行
為
へ
の
対
応
３
箇
条

　
　
　

一
方
的
な
送
り
付
け
行
為
へ
の
対
応
３
箇
条

　

注
文
や
契
約
を
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
銭
を
得
よ
う

と
し
て
一
方
的
に
送
り
付
け
ら
れ
た
商
品
は
、
消
費
者
は
直
ち
に
処

分
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
１　

商
品
は
直
ち
に
処
分
可
能

そ
の
１　

商
品
は
直
ち
に
処
分
可
能

そ
の
２　

事
業
者
か
ら
金
銭
を
請
求
さ
れ
て
も
支
払
不
要

そ
の
２　

事
業
者
か
ら
金
銭
を
請
求
さ
れ
て
も
支
払
不
要

そ
の
３　

誤
っ
て
金
銭
を
払
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
相
談

そ
の
３　

誤
っ
て
金
銭
を
払
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
相
談

　

一
方
的
に
商
品
を
送
り
付
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
金
銭
を
支
払
う

義
務
は
生
じ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
仮
に
消
費
者
が
そ
の
商
品
を
開
封
や

処
分
し
て
も
、
金
銭
の
支
払
い
は
不
要
で
す
。
事
業
者
か
ら
金
銭
の

支
払
い
を
請
求
さ
れ
て
も
、
応
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
方
的
に
送
り
付
け
ら
れ
た
商
品
の
代
金
な
ど
を
請
求
さ
れ
、
支

払
い
義
務
が
あ
る
と
誤
解
し
て
金
銭
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
と
し
て

も
、
そ
の
金
銭
に
つ
い
て
は
返
還
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

対
応
に
困
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
消
費
者
庁
周
知
文
書
資
料
よ
り
抜
粋
）

知
っ
得

知
っ
得
！！

年
金
年
金  

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所

　

☎
０
９
９
‐
２
２
５
‐
５
３
１
１

　

市
役
所
健
康
保
険
課
国
保
年
金
係

　

☎
２
２
‐
１
１
１
１
内
線
３
０
５

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
未
納
の

ま
ま
に
し
な
い
で
「
国
民
年
金
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」
等
の
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

免
除
申
請
を
し
忘
れ
て
い
て
も
、
２

年
１
か
月
前
の
分
ま
で
遡
っ
て
申
請

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

現
在
、
令
和
３
年
度
の
免
除
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
…

　

い
ざ
と
い
う
時
の
障
害
基
礎
年
金

や
、
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
で
き
な
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
障
害
ま
た
は
遺
族
基
礎
年
金
を
受

け
る
に
は
次
の
い
ず
れ
か
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

・
初
診
日
ま
た
は
死
亡
日
の
属
す
る
月

の
前
々
月
ま
で
の
被
保
険
者
期
間
の

う
ち
保
険
料
納
付
済
期
間
（
免
除
期
間

を
含
む
）
が
３
分
の
２
以
上
あ
る
こ
と

・
初
診
日
ま
た
は
死
亡
日
の
属
す
る
月

の
前
々
月
ま
で
の
直
近
の
１
年
間
に

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
と
き
は

　
　
　
　
　
　

保
険
料
免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

※免除の認定には、所得制限があります。
※ 1　平成 21年４月分からは全額納付した場合の１/２、それ以前は１/３が支給されます。
※ 2　一部免除の承認を受けている期間については、一部納付の保険料を納付していることが必要で
す。免除された額により年金額は減額になります。納付がない場合、未納と同じです。
※ 3　10年以内に保険料を納付（追納）すると年金額に反映されます。※ 1、※ 2の部分も同様です。

納付と免除と未納
の違い

老齢基礎年金 障害基礎年金
遺族基礎年金

受給資格期間への算入
受給資格期間への

算入
年金額への反映

納付 〇 〇 〇

全額免除 〇 　　　〇　※ 1 〇

一部免除 〇 　　　〇　※ 2 〇
納付猶予
学生納付特例 〇 　　　×　※ 3 〇

未納 × × ×

⑯市政の窓 2021.8 月号



宇宙科学技術館 TEL26‐9244/FAX26‐9245宇宙センターだより★★★★
★★

★★
★★★★ ★★

★★
★★
★★ ★★

★★

20
年
前
の
２
０
０
１
年
８
月

29
日
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

か
ら
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
試

験
機
１
号
機
が
打
ち
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
20
年
間
で

打
上
げ
実
績
は
43
機
を
数
え
、

Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
は
高
い
信

頼
性
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
打
上
げ
成
功
率
97
・
７
％
と

世
界
一
の
オ
ン
タ
イ
ム
（
予
定

し
た
日
時
）
打
上
げ
率
を
達
成

し
、
数
多
く
の
宇
宙
開
発
や
宇

宙
利
用
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

の
打
上
げ
能
力
を
高
め
、
国
際

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
物
資
輸

送
な
ど
を
目
的
と
し
て
開
発
さ

れ
た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ｂ
ロ
ケ
ッ
ト
は
、

２
０
０
９
年
９
月
打
上
げ
の
試

験
機
１
号
機
か
ら
、
２
０
１
９

年
の
最
終
９
号
機
ま
で
、
打
上

げ
成
功
率
１
０
０
％
と
い
う
素

晴
ら
し
い
実
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
こ
れ
ら
の
ロ
ケ
ッ

ト
の
後
継
機
と
な
る
Ｈ
３
ロ

ケ
ッ
ト
の
開
発
を
進
め
て
お
り
、

今
年
度
中
の
打
上
げ
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

祝
20
周
年
！

　
　

Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

（
本
文
の
内
容
は
６
月
23
日
現
在
）

革新的衛星技術実証 2号機
のミッションマーク

イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
５
号
機

応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
中
！

　

肝
属
郡
肝
付
町
に
あ
る
内
之

浦
宇
宙
空
間
観
測
所
か
ら
今
年

度
、
イ
プ
シ
ロ
ン
ロ
ケ
ッ
ト
５

号
機
に
よ
る
『
革
新
的
衛
星
技

術
実
証
２
号
機
』
の
打
上
げ
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
デ
カ
ー
ル
（
帯

シ
ー
ル
）
に
印
刷
し
て
機
体
に

貼
り
付
け
宇
宙
へ
飛
び
立
た
せ

る
企
画
も
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｊ

Ａ
Ｘ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
検
索

し
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

宇
宙
科
学
技
術
館

８
月
の
休
館
日
に
つ
い
て

【
休
館
日
】

８
月
２
日
（
月
）

８
月
30
日
（
月
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

■
問
い
合
わ
せ
先　

市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
市
役
所
１
階
高
齢
者
支
援
課
内
）
☎
２
３
‐
５
２
２
５

あ
な
た
に
も
で
き
る
！
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
ご
案
内

　

認
知
症
高
齢
者
は
、
２
０
２
５
年

に
は
全
国
で
７
０
０
万
人
に
達
し
、

高
齢
者
の
５
人
に
１
人
が
認
知
症
を

有
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、
認

知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
や
理
解

を
も
ち
、
地
域
で
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
に
対
し
て
、
で
き
る
範
囲
で

手
助
け
を
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

（
キ
ッ
ズ
サ
ポ
ー
タ
ー
）」
へ
の
期
待

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
特
別
な

ス
キ
ル
は
必
要
な
く
、
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
け
る
だ
け
で
誰

で
も
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
方
に
認
知
症
に
つ
い
て

正
し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
認
知
症

高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り

に
貢
献
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
受

講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
単

位
や
小
・
中
学
校
単
位
、
高
齢
者
と

接
す
る
機
会
の
多
い
職
場
、
子
ど
も

会
の
集
会
等
で
、
認
知
症
に
つ
い

て
一
緒
に
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
？

　

５
〜
10
名
以
上
の
団
体
の
方
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
や
、
申
し
込
み
に

関
す
る
ご
相
談
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◆ 養成講座の流れ

① 地域包括支援センターへ申込み① 地域包括支援センターへ申込み
※講座受講希望日の 1か月以上前にご相談※講座受講希望日の 1か月以上前にご相談
ください。ください。
② 日程・時間等の打合せ② 日程・時間等の打合せ
③ 養成講座受講（60～ 90 分程度）③ 養成講座受講（60～ 90 分程度）
④ 受講者へサポーターカード授与④ 受講者へサポーターカード授与

⑰ 市政の窓2021.8 月号



  

香
典
返
し
寄
附

  

社
協
だ
よ
り
（
５
月
受
付
分
）

（
寄
付
者
名
）
（
住
所
）
（
故
人
名
）

竹　

兼
滿

池
野

竹　

ハ
ナ
エ

池
亀　

カ
ヅ
エ
東
町

池
亀　

重
行

岡
村　

强
子

二
本
松

岡
村　

正
義

山
本　

千
佐
子
能
野
里

小
河　

好
幸

山
本　

千
佐
子
能
野
里

小
河　

ト
ミ
子

篠
原　

芳
成

小
牧
野

篠
原　

親
雄

山
田　

一
良

軍
場

山
田　

シ
ノ

※
一
般
寄
附

精
神
障
が
い
者
家
族
会

種
子
島
会

　

こ
の
た
び
は
、
社
協
に
香
典
返
し
・
一
般
寄
附

と
し
て
ご
寄
附
を
賜
り
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
親
族
の
ご
芳
志
に
そ
い
ま
す

よ
う
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
住
所
）

田
中　

利
宗　
　
　

松
畠

　
　

＆

吉
留　

加
奈　
　
　

鹿
児
島
市

  

健
や
か
な
成
長
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

  
う
ぶ
ご
え
（
〜
７
月
15
日
受
付
分
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
末
永
く
お
幸
せ
に
。

  

ご
結
婚
（
〜
７
月
15
日
受
付
分
）

  

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

お
く
や
み
（
〜
7
月
15
日
受
付
分
）

（
出
生
児
）
（
性
別
）（
父
）

（
母
）

（
住
所
）

西
川　

怜れ
ん

男
敦

美
衣

松
畠

青
柳　

里り

お

な
音
波
女
匠
汰

節
子

鴨
女
町

　
　

亜あ

か

り
花
梨

女
秀
輝

里
美

福
岡
県

山
田　

稜
り
ょ
う

男
敬
幸

ゆ
か
り
榕
城
中
目

小
倉　

幸
こ
う
し
ょ
う翔

男
和
喜

美
波

川
迎

寺
田　

理り
お
ん恩

女
亜
斗
夢
理
絵

野
首

合
田　

士し
お
ん恩

男
桂
士

美
香

浜
之
町

平
畠　

怜れ
い依

男
譲
二

美
奈
子
松
畠

和
田　

一か
ず
ま真

男
卓
也

麻
美

西
俣

（
氏
名
）

（
年
齢
）（
住
所
）

吉
山　

秀
雄

92

下
能
野

堀　

正
信

73

形
之
山

　
　

ノ
リ
子

88

美
浜
町

竹
之
内　

和
香

86

野
木
平

荒
河　

國
男

86

湊

沖
田　

光
則

89

沖
ケ
浜
田

永
田　

ナ
ル
子

90

庄
司
浦

田
畑　

キ
ワ

94

柳
原

中
島　

健
吉

87

本
立

羽
嶋　

ハ
ツ
エ

91

里
之
町

池
亀　

幸
雄

89

伊
関

佐
野　

茂
市

77

松
畠

長
野　

ハ
ル
ミ

84

横
山

森
園　

一
幸

67

枦
之
峯

種
子
島
産
婦
人
科
医
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

《
助
産
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
》

【
業
務
内
容
】
助
産
師
業
務
全
般

【
フ
ル
タ
イ
ム
】
週
５
日
※
シ
フ
ト
表
に
よ
る

①
８
時
15
分
〜
17
時
15
分
（
休
憩
60
分
）

②
17
時
〜
翌
日
９
時
ま
で
（
休
憩
１
２
０

分
）
月
５
回
程
度

【
給
与
】
27
万
１
０
０
０
円
〜
34
万
５
３
０
０

円
、
賞
与
年
２
回
（
２
・
５
５
か
月
）〈
調

整
手
当
及
び
資
格
手
当
を
含
む
〉

※
こ
の
他
、
通
勤
、
時
間
外
、
夜
勤
、
手
術
、

分
娩
等
手
当
あ
り
。

☆
フ
ル
タ
イ
ム
以
外
の
勤
務
形
態
（
日
勤

の
み
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
等
）
で
就
労
で
き

る
方
に
つ
い
て
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
求
人
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

　

☎
２
３
‐
３
３
３
２

《
子
宮
頸
が
ん
予
防
接
種
を
行
っ
て
い
ま
す
》

　

子
宮
頸
が
ん
の
予
防
接
種
は
、
定
期
接

種
の
対
象
と
な
る
小
学
６
年
生
か
ら
高
校

１
年
生
女
子
は
公
費
負
担
（
無
料
）
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
予
防
接
種
の
予

約
及
び
相
談
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
当
院

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

《
不
妊
症
相
談
・
外
来
を
始
め
て
い
ま
す
》

　

年
齢
に
関
係
な
く
、
気
に
な
っ
た
と
き

は
相
談
に
来
て
く
だ
さ
い
。

【
予
約
時
間
】
11
時
か
ら
／
15
時
か
ら

■
問
い
合
わ
せ
先　

☎
２
２
‐
０
２
６
０

　

瀬　

勇

79

野
首

川
元　

イ
チ

81

松
畠

戸籍の窓

⑱市政の窓 2021.8 月号



青果状況【6月】

内　訳 入荷量 取引額 入荷量 取引額
（㎏）（千円）（㎏）（千円）

野
菜
類

根菜類 715 295 5,289 519
葉茎菜
　　類 444 80 5,735 902

果菜類 4,001 798 3,306 747
その他 5,665 1,111 2,417 602
小 計 10,825 2,284 16,747 2,770

果
物
類

かん
きつ類 0 0 24 21

果瓜類 302 123 717 126
その他 679 196 1,984 744
小 計 981 319 2,725 891

鳥卵・　　
加 工 品 等 2 1 624 216

花　類 9,822
本 354 0

本 0

区　分 島内産 島外産
入荷量
32トン

12トン
（38％）

20トン
（62％）

取引額
684万円

296万円
（43％）

388万円
（57％）

　野菜・果物・花類の出荷をご希
望の方は、種子島公設地方卸売市
場をご利用ください。
《8月の休み》
1日・4日・8日・14日・15日・16日・
18日・22日・25日・29日

■問い合わせ先
種子島公設地方卸売市場
☎ 22‐0216

携
帯
を
ス
マ
ホ
に
変
え
て
教
え
る
娘
タ
ッ
チ
の
指
は
魔
法
の
よ
う
だ

漸
く
に
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
接
続
な
り
し
の
ち
ス
マ
ホ
は
わ
れ
の
相
方
と
成
る

雨
の
日
に
ひ
と
き
わ
映
え
る
紫
陽
花
の
鮮
や
か
さ
見
れ
ば
心
ほ
ぐ
れ
る

一
面
に
黄
金
ひ
ろ
ご
る
稲
穂
に
も
近
づ
き
見
れ
ば
個
性
の
あ
り
て

「
よ
か
っ
た
ね
」
最
後
の
任
地
現
和
へ
と
続
く
青
葉
の
さ
さ
や
き
聞
こ
ゆ

ひ
い
ら
ぎ
の
葉
か
げ
に
オ
ニ
ユ
リ
咲
き
初
め
て
こ
こ
よ
こ
こ
よ
と
声
な
き
声
が

打
ち
つ
け
る
夜
半
の
嵐
に
目
ざ
む
れ
ば
外
は
大
雨
梅
雨
は
明
け
か
も

逝
き
急
ぎ
し
子
の
ア
ル
バ
ム
を
め
く
る
夫
震
え
る
肩
に
西
陽
の
あ
た
る

下
校
後
は
釣つ

る
べ瓶

で
水
く
み
甕か

め

に
風
呂
吾
の
仕
事
な
り
五ご

え

も

ん

ぶ

ろ

右
衛
門
風
呂
焚
き

三
密
を
ど
う
か
避さ

け
て
と
口
々
に
さ
れ
ど
ビ
ワ
の
実
重
な
り
熟う

れ
る

街
か
ど
で
気
に
な
る
看
板
「
フ
ォ
ー
レ
ン
ト
」
島
も
英
語
が
浸
透
し
ゆ
く

島
言
葉
せ
め
て
聞
き
た
や
長
電
話
ご
時
世
な
れ
ど
帰
れ
ぬ
日
々
よ

遠
き
日
や
原
爆
館
の
あ
の
泪
泣
く
こ
と
も
な
く
年
を
か
さ
ね
て

幾
春
も
亡
夫
と
越
し
た
る
歳
月
を
今
は
一
人
で
生
き
ぬ
く
日
々
か

喜
志
鹿
崎
望
み
託
し
た
潜
水
に
平
和
を
伝
え
悲
し
み
ぬ
ぐ
う

梅
雨
時
期
は
母
の
冷
や
麦
思
い
出
す

桜
が
丘
・
岩
坪　

純
子

中
西
・
大
木
田　

松
子

鹿
児
島
市
・
大
山　

貴
美
子

天
神
町
・
川
﨑　

正
子

古
田
中
之
町
・
栗
﨑　

和
子

鴨
女
町
・
桑
原　

房
子

洲
之
崎
・
後
庵　

キ
ク

中
西
・
新
藤　

富
美
恵

群
馬
県
高
崎
市
・
西
門　

正
德

群
馬
県
高
崎
市
・
西
門　

香
里

西
町
・
濱
田　

千
代

兵
庫
県
尼
崎
市
・
春
田　

優

榕
城
中
目
・
古
澤　

勝

納
曽
・
山
﨑　

雅
惠

鹿
児
島
市
・
吉
盛　

正
子

が
じ
ゅ
ま
る
文
芸
教
室
・
や
す
え

　

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
、
市
役
所
総
務
課
秘
書
広
報
係
へ
10

日
（
次
月
掲
載
分
）
ま
で
に
、
ご
連
絡
先
を
明
記
の

う
え
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
、
一
人
一
点
と

さ
せ
て
頂
き
、
紙
面
の
都
合
上
、
掲
載
さ
れ
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

広告広告

校区 男 女 計 世帯数
榕城 3,636 4,032 7,668 3,973
上西 232 249 481 272
下西 1,003 1,106 2,109 1,137
国上 484 517 1,001 560
伊関 183 203 386 212
安納 184 185 369 211
現和 577 593 1,170 658
安城 146 142 288 164
立山 47 41 88 49
中割 39 40 79 49
古田 162 188 350 182
住吉 384 452 836 477

［校区別］

［人口］
全体 14,825 人（－ 16）
男性 7,077 人（－ 6）
女性 7,748 人（－ 10）
［世帯数］
7,944 世帯（－5）
（　）内の数字は前月比

6月末現在
人人口・世帯口・世帯

［火　災］
出火件数　0件
うち建物　0件
［救　急］
出動件数　70件
うち急病　48件

6月分
火火災・救急災・救急

暮らしの窓

発生件数　   3 件
死 者　   0 人
負 傷 者　   3 人

7月 10日現在（累計）
交交通事故通事故（人身事故）

⑲ 市政の窓2021.8 月号



［
発
行
］
西
之
表
市
役
所
　
〒
891-3193　

鹿
児
島
県
西
之
表
市
西
之
表
7612

［
編
集
］
総
務
課
秘
書
広
報
係
　
TEL0997-22-1111　

FAX0997-22-0295

[印
刷
]

株
式
会
社
 種
子
島
新
生
社
印
刷

☎
0997‐

22‐
0476

[ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 ］
h
ttp
://w

w
w
.city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp
/

[メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
 ］
in
fo
-w
eb
@
city.n

ish
in
o
o
m
o
te.lg

.jp

この広報紙は、自然保護のため古紙配合の再生紙を使用しています。

広
告
の
ひ
ろ
ば

こ
の
広
告
収
入
は
、
広
報
紙
発
行
の
た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

19
Ｐ
か
ら
続
く

シオン学園

3 5

日 昇 製 糖 工 場

PP


